
　
　
　
　
　
　
　
磐
　
　
　
　
誇

が
、
な
お
国
後
に
、
米
熟
不
適
任
な
筆
者
の
誤
解
、

貰
蛇
に
お
じ
ざ
る
暴
言
が
あ
れ
ば
、
著
者
に
封
し
深

く
寛
恕
を
乞
う
次
策
で
あ
る
。

（
昭
和
骨
混
年
四
月
國
持
越
刊
、

・
ム
δ
、

一
二
九
．
頁
、
二
五
〇
田
）

　
…
．
i
旺
n
　
闘
賢
．
甕
　
　
誰

　
　
　
蚤
蕊
　
　
一
　
　
f
　
　
ゐ

堀
江
英
叫
著

　
　
「
西
洋
経
国
．
史
ト

　
絡
戦
後
，
　
「
本
源
的
蓄
積
巡
程
に
飽
け
る
國
家
心

力
、
の
歌
題
」
　
（
季
刊
鮫
會
科
學
第
一
集
）
、
「
切
爬
…
封
主

義
の
緯
濟
段
階
．
」
　
（
時
諭
．
一
九
四
九
・
五
）
　
「
原

始
蓄
血
厭
の
類
型
」
　
（
偏
職
濟
詳
弥
魍
、
　
一
九
四
r
九
・
六
）

「
初
期
猫
占
」
　
（
灘
濟
論
叢
、
笙
六
十
四
巻
第
四
、

五
、
六
八
μ
併
號
）
等
の
、
　
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
．
一
晶
狩
に
イ
ギ

リ
ス
の
初
期
資
本
主
義
に
聞
す
る
諸
諭
丈
を
獲
表
し

．
て
イ
ギ
リ
．
搾
資
本
主
義
成
立
史
に
㌔
鏡
い
メ
入
を
加
え

て
來
ら
わ
た
郭
者
が
・
最
近
四
海
経
濟
史
の
講
義
録

を
整
理
し
た
本
書
を
公
け
に
せ
ら
れ
た
。
勿
論
僅
々

二
百
三
十
頁
を
出
で
な
い
一
概
溌
書
で
あ
る
。
乏
こ
ろ

ぶ
本
書
は
表
題
の
示
す
如
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
般
経

営
史
で
あ
る
ゆ
で
は
な
く
て
、
「
イ
ギ
リ
ス
（
賓
は

｝災

ﾉ
狭
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
の
民
本
主
義
形
成
過
程

」
を
ほ
穿
十
四
世
紀
初
め
頃
か
ら
十
九
世
紀
中
葉
に

釜
る
蹴
世
紀
…
川
に
亘
っ
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

從
っ
て
こ
九
γ
は
、
イ
ギ
リ
ス
費
山
小
・
王
萢
覗
而
夙
立
史
で
あ

る
と
云
え
る
。
既
に
わ
れ
く
は
此
の
領
域
に
於
て

本
位
田
詳
男
博
士
や
野
村
兼
太
郎
教
授
等
の
秀
わ
た

業
酒
煎
、
殊
に
山
八
塚
久
雄
教
授
の
十
山
血
バ
的
名
親
申
¢
…
狩
っ

て
炉
る
Ω
し
て
見
れ
ば
、
此
馨
の
諸
成
果
を
前
に
し

て
著
者
は
加
川
何
凝
る
崩
泓
酬
凹
の
下
に
摩
ら
を
位
置
づ
け

よ
う
と
き
わ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
著
者
自
身
の
弊
を

聞
…
い
て
見
よ
触
っ
。
　
「
・
：
・
：
そ
の
際
私
は
費
鵡
傘
・
証
義
の

褒
展
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
組
み
嵩
し
て
來
る
渡
展
段
階
に

從
っ
て
、
済
、
丸
．
メ
㌧
九
●
の
褒
展
段
階
…
が
持
つ
益
産
關
剛
係

劉
階
級
關
係
を
あ
き
ら
か
に
し
、
そ
し
．
て
そ
の
鷹
産

關
係
一
1
階
級
關
係
が
い
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
特

有
な
政
治
形
態
を
規
定
す
る
か
、
を
分
析
し
よ
う
と

努
め
た
。
・
し
…
・
わ
た
し
は
こ
わ
、
ま
で
の
麺
史
と
し
て

は
珍
ら
し
い
計
画
」
－
ー
イ
ギ
リ
ス
近
代
政
治
維
濟
史

を
な
し
と
げ
よ
う
と
し
た
。
」
　
更
に
「
院
本
要
義
の

獲
展
泄
程
は
…
…
政
治
過
程
を
規
定
す
ろ
基
礎
過
程

で
あ
る
。
細
濟
史
は
政
治
灘
浜
史
で
あ
惹
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
蓋
し
政
流
過
程
に
於
け
る
闘
鍍
こ
そ
纏

六
八

濟
過
程
に
甜
規
｛
厘
さ
九
「
た
鵜
m
級
肌
測
山
晶
の
ヴ
イ
ヴ
イ
ド
な

反
映
で
あ
る
か
ら
で
み
る
。
」
　
即
ち
著
者
の
意
剛
す

る
所
は
、
　
同
燕
ル
づ
融
資
山
小
・
慰
撫
の
各
褒
展
段
階
に
於

．
け
る
生
写
關
係
1
1
階
級
關
係
を
分
析
し
、
　
口
次
に

か
馨
る
盃
炭
關
係
H
階
級
關
係
が
政
治
過
程
を
如
何

に
規
定
す
る
か
を
究
明
し
、
通
災
と
し
て
は
未
開
拓

の
イ
ギ
リ
ス
近
代
の
輝
濟
史
な
ら
ぬ
政
治
維
濟
史
の

輪
廓
を
描
く
こ
と
で
む
？
た
。
思
え
ば
職
後
に
渡
表

さ
れ
た
著
者
の
諸
論
文
、
の
中
心
テ
ー
マ
は
、
絶
鋤
主

義
を
資
本
主
義
の
ど
の
渡
展
段
階
の
も
の
と
す
る
か

と
い
う
問
題
を
め
ぐ
る
下
部
構
造
と
上
部
携
遭
と
の

聯
開
…
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
山
全
日
口
は
著
者
が
｝
閥
洋
経

戦
史
研
究
に
當
っ
て
年
來
抱
い
て
來
ら
れ
た
新
し
い

山が

@
の
㎞
遡
史
へ
の
轍
帽
訟
八
で
あ
る
・
と
一
瞬
う
こ
と
が
橿
來

る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
わ
で
は
漁
港
は
イ
ギ
リ
ス
近
代
政
治
維
濟
史
を

ど
の
よ
う
な
耳
玉
の
下
に
描
き
禺
そ
う
乏
す
る
で
あ

ろ
う
か
。
撫
ル
ぶ
メ
署
訟
弔
は
、
・
訴
ハ
本
主
義
の
本
翫
∬
を
畿
照
蛾
果
雫

弥
一
木
「
の
存
衣
に
求
め
訊
資
六
コ
・
千
山
嚢
を
点
殖
出
茶
壷
ハ
本
・
王
軸
誠
と

規
ゆ
飛
さ
わ
る
。
從
っ
て
一
資
本
・
王
難
の
渡
展
段
階
を
あ

と
づ
け
よ
う
・
と
す
る
口
吻
ム
窟
當
妖
馬
革
業
費
本
の
嚢
展
段

階
を
規
定
す
る
こ
と
が
主
要
課
題
と
な
っ
て
平
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
ム
川
里
者
は
指
凛
申
鉱
マ
ル
ク
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ス
の
所
湖
…
「
加
脚
封
蝋
剰
襟
傭
届
悟
　
の
盈
二
半
」
に
求
勧
、

、
生
産
力
水
準
の
獲
展
と
そ
れ
に
訪
う
生
産
形
態
の
推

移
に
よ
っ
て
寳
木
主
義
の
獲
展
段
階
を
規
定
憩
わ
ん

と
し
、
レ
ー
ニ
ン
に
起
っ
て
、
　
ω
小
雛
業
段
階
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ロ
マ
ニ
ュ
フ
ッ
ク
チ
ュ
ア
段
階
、
㈱
工
場
段
階
、
．

の
三
づ
の
嚢
展
段
階
を
応
分
さ
れ
る
。
即
ち
ω
小

輪
業
段
階
は
手
工
業
血
産
に
於
け
る
益
産
者
と
二
幅

者
と
の
直
結
が
破
れ
爾
出
弔
問
に
伽
只
占
業
者
一
か
現
わ
れ

益
産
は
小
商
品
生
産
段
階
に
入
る
が
、
そ
こ
に
は
－
必

然
的
に
近
代
的
費
木
關
係
へ
の
分
化
電
内
包
し
つ
㌧

も
未
だ
農
工
は
米
分
離
に
結
合
し
（
農
本
工
副
）
、
層

来
だ
封
建
的
血
事
由
式
と
そ
わ
に
寄
生
す
る
前
期
眠

気
本
の
わ
く
内
に
あ
る
竜
の
、
ロ
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク

チ
ユ
ア
段
階
…
に
於
い
て
は
一
方
で
は
資
本
家
勤
評
ニ

　
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
が
分
業
と
協
業
と
を
採
用
し
て
國

完
的
な
形
態
を
取
る
に
釜
る
と
共
に
、
他
方
費
本
爺

的
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
を
中
核
と
し
て
　
資
本
家
山

家
内
義
働
が
大
蹴
に
出
現
す
る
と
こ
ろ
の
所
謂
「
費

本
家
的
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
と
　
資
本
家
的
家
内
病

魔
甲
の
段
階
で
あ
っ
℃
、
農
工
は
分
離
し
、
も
し
兼

醤
の
揚
含
に
は
工
善
南
副
の
關
係
に
移
行
し
て
滴

る
。
　
㈱
エ
揚
段
階
は
マ
ゴ
ユ
フ
ァ
ク
チ
．
ユ
ア
が
貼
氾

具
の
代
り
に
機
械
を
探
虚
し
て
工
揚
と
な
り
、
全
瀧

書

倫
目
的
…
血
晦
罵
は
そ
の
想
犠
概
か
ら
溺
餌
革
さ
わ
、
非
一
越
山
小
主

義
的
領
域
の
　
資
木
主
義
領
域
へ
の
編
入
過
程
は
一
慮

婚兀

ｬ
さ
れ
、
銘
資
本
・
服
開
係
の
確
立
さ
れ
る
時
期
、
と
さ

れ
て
い
る
。
か
」
る
獲
展
の
三
段
隔
階
は
イ
ギ
リ
ス
費

本
主
義
形
成
史
上
に
如
何
に
定
置
さ
わ
る
か
。
著
者

に
よ
れ
げ
貼
地
肌
段
階
は
十
五
糧
紀
湖
か
ら
十
山
ハ
世
紀
小
↑

ぱ
ま
で
、
策
二
段
階
は
＋
六
世
紀
牛
ば
か
ら
＋
八
世

紀
最
後
の
三
八
∬
の
一
期
ま
で
、
策
蟹
寵
収
階
は
そ
れ
か

ら
一
益
二
〇
年
ま
で
と
さ
れ
、
雷
害
は
一
感
産
業
革

命
ま
で
（
を
含
め
て
）
で
彼
匙
が
打
切
ら
れ
て
い

る
。

　
業
事
わ
が
國
に
行
わ
劇
て
來
た
啓
ハ
本
滋
義
渡
展
段

階
匪
分
に
於
い
て
は
、
商
業
丸
本
主
義
時
代
幽
旨
工

業
資
本
主
義
時
代
或
い
は
初
期
資
木
主
義
時
代

巾
聴
官
ハ
珈
父
宋
∵
王
繭
或
蘇
胃
代
の
如
く
（
丁
…
場
段
階
以
晶
剛
が
一

つ
の
獲
展
段
階
込
し
て
一
括
破
蓮
さ
れ
て
來
た
。
そ

れ
に
封
し
て
著
者
は
レ
ー
ニ
ン
に
從
い
つ
ど
そ
の
巾

《
；
の
段
階
に
一
括
響
し
畏
い
特
殊
濃
展

段
階
と
レ
て
小
智
業
と
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
の
二

段
階
を
晒
賦
ゆ
山
江
れ
る
の
・
で
あ
つ
で
、
　
こ
の
貼
に
も
蒋

者
の
本
漁
協
に
於
け
る
　
　
實
は
從
來
か
ら
の
　
　
新

　
　
　
　
　
　
ピ

し
い
孟
張
の
一
つ
が
見
禺
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
策
一
聯
拗
に
於
け
る
晦
日
醐
晶
聞
な
叙
違
の
後
、
．
第
二
一
蹴

で
費
本
主
義
の
歴
史
的
蘭
提
と
し
て
封
建
経
濟
の
分

解
過
程
が
、
雄
臣
編
よ
り
纂
黒
編
に
烈
2
秘
資
木
意

義
の
三
つ
の
獲
展
段
靴
m
と
之
に
封
慮
せ
る
政
払
伯
的
過

程
が
取
扱
わ
わ
る
。
先
ず
箏
気
管
に
於
い
て
封
建
純

濟
の
分
解
過
程
を
マ
ナ
ー
の
分
解
と
之
に
封
匂
す
る

ギ
・
ル
ド
の
展
…
剛
渦
嚇
程
に
求
め
ハ
勢
鋤
圃
地
代
の
貨
幣
価
塒

代
へ
の
鯨
化
一
－
金
納
…
化
こ
渉
、
　
資
本
主
曲
義
へ
の
出
置
鮎

で
あ
る
と
な
し
、
　
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
や
ポ
ス
タ
ン
に

從
い
乍
ら
之
を
分
析
す
る
と
共
に
、
　
一
方
都
市
の
獲

仙
運
に
一
網
封
建
的
分
吻
ナ
の
飾
紐
“
¢
雨
跡
u
の
、
封
建
農
村
の

　
，商

品
経
糖
化
、
農
奴
解
放
に
作
川
し
乍
ら
封
建
祉
奇
月

に
分
解
作
川
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
都
市
の
現
業
的
内

容
た
る
ギ
ル
ド
の
展
閉
を
商
人
ギ
ル
ー
3
か
ら
ク
ラ
フ

ト
。
ギ
ル
ド
へ
の
分
解
の
過
創
糧
の
中
に
捉
え
、
そ
こ

に
曲
想
工
業
の
農
業
か
ら
の
湘
掬
立
、
都
由
川
と
躍
舎
と
の

八万

｣
に
よ
る
嚇
職
事
的
分
叢
酬
の
窮
達
を
理
解
…
き
れ
る
。

か
」
る
金
納
化
と
郷
市
の
後
達
は
丈
字
一
遇
り
封
建
祉

會
賑
封
建
的
階
級
酔
為
残
係
の
分
解
を
識
温
撫
す
る
噛
の
で

あ
る
が
、
著
者
は
そ
れ
の
集
中
的
箒
衣
現
を
一
「
二
入
唄

年
の
ワ
ヅ
ト
・
タ
ぞ
う
ー
の
腰
越
の
中
に
認
め
て
い

惹
Q
更
に
、
一
封
痛
処
淋
田
圃
の
墓
般
鵬
と
な
っ
て
い
た
轟
厨
十
崩

階
級
の
、
上
玉
自
由
土
地
保
有
者
、
富
袷
小
作
人
、

土
地
を
賀
い
入
れ
た
市
斑
等
を
包
む
ジ
ェ
ン
ツ
ル
マ

六
九

（δア8）

．



書

ン
階
級
へ
の
鯨
移
と
、
彼
等
の
議
事
へ
の
甦
橿
て
う

事
貸
の
中
に
愚
亭
的
封
建
制
度
か
ら
集
梅
的
封
建
霊

魂
聾
絶
…
鮒
主
義
形
成
へ
の
方
向
を
扇
取
さ
れ
よ
う
と

す
る
9

　
第
三
篇
、
贅
本
血
鯛
の
難
山
段
階
た
る
小
管
業
即

ち
工
業
に
於
け
る
小
商
隣
開
止
趾
雌
は
「
民
脚
田
」
の
獲
凹
贋

と
分
解
に
勤
片
す
る
築
磯
形
態
で
あ
り
、
　
「
斑
富
」

の
形
．
成
を
轡
岡
農
と
貧
農
と
の
分
化
に
、
渉
、
の
分
解
…
を

三
景
蓮
動
に
見
、
之
を
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
本
源
的

蓄
疏
恨
の
山
小
質
的
筆
草
門
と
さ
れ
た
後
、
小
醤
業
段
階
を

ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ー
2
の
墾
質
過
程
と
曲
田
村
工
鹸
茉
の
展

開
て
う
高
密
養
す
る
二
鯛
面
に
於
い
て
槍
討
さ
れ

る
。
印
「
ち
ア
ン
シ
ィ
ン
の
所
疵
跡
「
十
五
世
紀
型
特
継
…

組
合
」
　
衷
心
8
①
旧
誉
7
ご
ン
．
9
曳
9
｝
＝
も
託
ご
、
づ
．
M
睾

　
　
　
　
　
　
り

属
O
戸
藍
島
¢
上
着
　
を
取
り
暴
げ
ギ
ル
ド
の
解
止
と
ギ

ル
ド
延
い
て
は
自
治
都
市
に
於
け
る
寡
頭
支
飛
騰
制

成
立
過
程
を
小
叢
叢
段
階
に
於
け
る
ギ
ル
ー
3
の
牲
質

を
見
る
と
共
に
、
他
方
農
村
に
於
け
る
毛
織
物
工
業

の
滲
透
渡
逡
及
び
そ
の
梅
逡
的
峙
賓
を
明
ら
か
に
し

更
に
「
地
方
工
業
猫
占
」
に
言
及
し
て
工
業
に
於
け

る
都
幽
嘩
と
農
村
と
の
鋤
立
、
品
物
太
丁
主
義
へ
の
傾
解
申
¢

め
ぐ
る
由
陶
理
由
尚
利
語
勢
山
小
と
ル
㎝
産
者
と
の
畑
叩
劇
廻
を
説

か
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
段
階
に
封
湿
せ
る
鶴
肌

治
形
態
は
と
報
え
ば
、
そ
れ
は
些
事
主
義
で
あ
る
と

せ
ら
れ
る
。
絶
封
主
義
は
封
建
祉
會
に
於
け
る
領
主

と
ギ
ル
ド
の
公
事
を
艦
載
し
そ
れ
を
國
王
の
絶
蜀
主

梅
に
集
巾
・
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
が
、
　
そ
の
鴬
に

㎞
覇
王
は
二
鵡
黒
の
紺
仙
互
牽
細
刺
　
　

一
つ
に
は
封
建
領
主

と
商
業
高
利
貸
資
本
、
二
つ
に
は
封
建
領
主
・
商
業

為
利
貸
資
本
と
農
工
、
小
工
業
者
i
一
を
行
わ
し
め

る
。
し
か
し
絶
封
王
制
の
本
來
の
階
級
的
基
礎
は
土

地
費
族
と
貨
幣
貴
族
で
あ
っ
て
決
し
て
ブ
ル
ジ
コ
ア

關
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
從
っ
て
土
地
。
貨
幣
沌
只

族
と
新
瓢
ハ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
…
閲
争
が
始
…
鴨
る
や

絶
聾
主
義
は
前
者
に
味
方
し
後
者
を
抑
歴
．
す
る
に
至

る
と
し
、
絶
醗
主
義
に
「
啓
蒙
的
」
な
も
の
か
ら
「

反
動
的
」
な
も
の
へ
の
韓
化
を
認
め
ら
れ
る
。

．
次
に
第
四
編
に
於
て
マ
ニ
蔦
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
段
階

を
叙
蓮
す
る
に
當
っ
て
著
者
は
軍
な
る
マ
漏
ユ
フ
ァ

ク
チ
ユ
ア
σ
展
開
過
程
と
し
て
で
な
く
マ
禺
ユ
フ
ァ

ク
チ
ユ
ア
の
二
つ
の
類
型
の
劉
立
脚
嚢
展
と
し
て
取

扱
わ
れ
、
　
一
方
に
商
業
高
利
貸
資
本
か
ら
鯨
化
し
絶

封
王
山
脚
と
動
胴
託
せ
る
晶
驚
嘆
〃
附
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア

を
、
他
方
に
「
小
親
方
」
特
に
提
村
工
業
の
中
か
ら

前
者
の
栄
転
…
を
押
し
除
け
て
成
長
し
て
來
．
る
私
的
マ

ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ァ
を
置
き
、
そ
の
雁
帆
㎜
霊
歌
5
況
と
縮
四

七
〇

慧
的
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
特
に
特
射
的
マ

昌
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
も
の
と
し

℃
特
繊
的
貿
易
倉
卒
を
取
り
畢
げ
て
、
　
エ
リ
ザ
ベ
ス

朝
に
始
ま
η
ノ
ピ
ュ
リ
タ
ン
輩
命
で
山
駿
止
さ
れ
る
所
の

下
か
ら
の
資
本
虫
義
に
封
ず
ろ
上
か
ら
の
攻
撃
で
あ

っ
た
所
謂
初
期
猫
㌫
を
重
翻
脱
さ
れ
る
。
更
に
此
の
段

階
に
於
け
る
階
級
…
㈱
係
を
、
　
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
ヂ
ユ
ア

投
入
煮
た
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
ギ
ル
ー
3
型
態
た
る
「

エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
組
合
」
日
二
野
節
ご
魯
｝
影
謬
O
O
葺
℃
多
頃
気

宅
三
戸
呂
⑦
〔
）
ヨ
銘
胃
鱗
の
成
立
を
維
て
ス
チ
ユ
ア
…
ト

軌
朋
の
、
　
「
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

こQ

剿
ｶ
瞥
9
肖
勺
O
隠
里
。
⇒
◎
h
O
Q
葺
麟
に
冒
三
無
慈
　
に

至
る
ギ
ル
ー
3
の
愛
質
過
程
の
側
面
か
ら
総
括
さ
れ

る
σ
そ
し
て
此
の
段
階
に
於
け
る
政
治
過
程
と
し
て

二
つ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
輩
・
命
と
重
｛
閻
主
義
と
を
凱
姫
げ
、

ピ
ュ
リ
タ
ン
華
命
　
護
民
官
政
治
　
王
政
復
古

　
　
名
恐
邨
学
位
叩
の
階
級
四
壁
基
…
礎
の
．
推
移
を
…
明
ら
か
．
に

し
、
・
重
商
∵
王
義
政
策
を
本
源
的
蓄
積
敗
策
と
さ
れ
菓

命
を
境
と
し
て
ロ
ー
ヤ
ル
・
マ
｝
カ
ン
テ
イ
リ
ズ
ム

厚
（
噸
巴
彰
。
弓
。
託
μ
瓢
＝
聾
吋
戸
と
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
事
・
コ

．
ル
ペ
ー
ル
テ
ィ
ズ
ム
弓
蟄
尾
嵩
営
】
る
ロ
貯
弩
団
Q
2
げ
①
目
掌

綻
　
巖
の
こ
、
つ
を
．
愛
別
さ
れ
、
特
に
外
堀
闘
貿
易
の
領
域

に
於
け
る
ト
r
！
リ
ー
蕪
の
霞
由
貿
鳳
出
世
測
と
ホ
イ
ッ
グ

（i’）’79）



「
當
糊
の
保
一
護
貿
易
弥
鯛
の
岩
山
乱
申
¢
指
摘
さ
れ
る
。

　
加
最
後
の
筑
叩
五
縮
脚
に
難
い
℃
け
…
ハ
工
帆
吻
目
刺
㍑
雌
立
過
程

と
翻
相
互
媒
介
的
に
産
業
講
本
」
確
立
過
程
の
需
酎
翼
を
な

す
農
業
領
域
に
於
た
る
嶋
木
主
義
過
程
た
る
第
二
次

綜
劉
蓮
動
が
顯
み
ら
れ
、
そ
れ
が
科
學
的
農
法
を
適

用
す
る
爲
耕
作
改
良
を
目
指
し
た
大
土
地
灰
有
捌
の

確
立
で
あ
る
窪
田
に
第
一
次
の
そ
れ
と
は
黒
ハ
つ
た
山
小
質

的
挫
格
が
輿
え
ら
れ
、
次
に
工
業
革
命
を
綿
織
物
業

に
儲
於
け
る
諸
瀞
鐸
械
の
四
面
昭
｛
と
鐵
縮
風
采
に
胴
於
け
る
新
た

な
蹴
帆
鋼
法
の
覗
見
に
、
出
山
父
桶
叫
購
本
の
講
爺
串
を
㎞
連
河
鐡

一
泡
海
蓮
の
渡
川
運
に
跡
づ
け
た
後
に
、
　
一
八
三
二
年
の

選
暴
濠
の
改
正
と
四
六
年
の
穀
物
條
令
の
回
心
及
び

翌
年
の
十
時
凋
勢
働
・
法
の
成
立
蝶
の
諮
礁
件
が
、
こ

の
段
階
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
ま
が
う
こ
と

な
き
勝
利
を
表
わ
す
政
治
的
過
程
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
と
面
輔
に
、
産
業
資
本
の
確
立
に
俘
っ
て
座
じ

て
來
る
勢
…
棚
者
と
費
本
家
と
の
階
級
鍬
謝
立
並
び
に
勢

働
者
の
階
級
的
肉
礎
に
嚢
す
る
勢
働
者
巨
峯
が
、
オ

ー
エ
ン
主
義
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
蓮
動
を
経
て
十
九

世
伽
麗
の
小
丁
げ
…
ま
で
縮
職
け
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
は
各
醗
勧
灘
に
於
け
る
個
々
の
拙
凪
雄
一
内
容
に
つ

い
て
の
克
明
な
池
求
と
批
判
で
は
な
ズ
」
本
漁
出
の
擁

立
岬
や
筆
考
の
能
力
、
わ
け
て
㌔
も
人
数
の
捌
脚
㎜
隅
に
妨
げ

書
、

ら
れ
て
唯
本
野
口
の
構
成
を
多
少
浮
彫
的
に
示
し
て
見

た
も
の
に
過
融
ざ
ず
、
稲
…
い
筆
は
ζ
、
に
さ
や
ん
も
山
小
測
温

の
輪
…
廓
を
描
き
署
し
果
て
は
備
な
い
で
あ
ろ
う
。
本

堂
口
は
そ
の
根
本
方
向
と
し
て
マ
ル
ク
ス
、
レ
レ
ニ
ン

を
狙
い
そ
れ
を
肉
附
け
る
た
め
に
ア
ン
ウ
ィ
ン
、
ア

シ
ュ
レ
ー
そ
の
他
幾
多
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
式
目
の
、
又

大
塚
氏
↓
廻
は
じ
わ
が
韻
脚
に
於
け
る
濾
…
々
の
研
｛
％
成
m
氷

を
随
癬
に
引
川
し
初
儒
者
に
と
っ
て
は
そ
の
鮎
便
利

な
通
口
物
と
な
っ
て
い
る
O
特
に
小
魚
両
脇
未
、
マ
昌
ユ
フ

ァ
ク
チ
ュ
ア
め
ご
段
階
の
破
違
に
際
し
て
は
ア
ン
ウ

ィ
ン
に
樗
滞
る
研
円
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
又
此
の
甜
上
分

は
他
者
が
月
面
叩
研
頭
巾
を
重
ね
ら
れ
て
い
る
領
域
だ
け

に
他
の
箇
所
に
熾
し
℃
秀
れ
℃
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
又
著
者
の
階
級
史
槻
は
、
そ
の
當
否
は
瑚
と
し

て
粂
篇
を
通
じ
て
一
山
二
貫
性
を
保
ち
え
て
居
り
、

継
濟
と
政
治
と
の
聯
關
の
邉
求
に
於
い
て
も
亦
大
し

た
破
綻
を
感
じ
な
い
。
大
塚
数
授
が
＝
ニ
フ
ァ
ク

チ
ュ
ア
段
階
を
史
家
的
に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
℃

わ
が
國
の
砺
固
洋
伽
職
濟
史
駆
の
研
究
に
大
き
な
足
跡
を

残
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
署
者
が
そ
れ
以
下
酬
の
段
階

と
し
て
小
端
業
概
念
を
抽
出
し
た
一
事
は
↓
慮
注
碍

せ
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
問
題
更
的
考

察
の
度
が
薄
く
、
今
少
し
の
感
を
抱
く
所
少
し
と
し

な
い
。
そ
の
貼
に
於
い
て
大
塚
…
教
授
に
未
だ
及
ば
な

い
が
二
百
門
勤
鮎
十
頁
の
桶
…
史
に
そ
れ
を
望
む
の
は
蜘
…
理

で
あ
ろ
う
か
Q
今
ま
で
の
諸
富
嘗
諸
論
丈
に
尖
鏡
な

分
析
力
と
強
靱
な
綜
合
力
を
見
せ
て
來
ら
れ
た
署
者

に
、
し
か
し
乍
ら
、
雨
雫
を
期
待
す
る
も
の
は
筆
者

噌
人
の
み
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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